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のシステムでは変調における信号波の形は FPGA 上の RAM から読みだしているので、RAM を
書きかえることで様々な被変調波(=回折光の形)を得ることを可能にした。 
次の段階として、非対称な光ポテンシャルを同一平面上で幾何学的に回転させるシステムを追
加した。これは原子に角運動量を与えてリング中を循環させるために必要な過程である。非対称
なポテンシャルの形として、今回は(a)楕円と(b)リングの一部を切り取った形についてプログラム
を作製した。 
今後、AOD に入射するレーザーのビーム径やレンズの有効径などの最適条件を探した後、実際
の実験系に組み入れ、量子気体のリング型光ポテンシャル中への捕獲を目指す。 
